
 

   

 
 

令和 6年（２０２４年）11月 1日 
 

北東アジアディベート選手権 熊本大会の開催について 
 
 
 
 
 
 
 
１ 熊本大会スケジュール 
・１１月 ９日（土）  ９時～     開会式 
            １０時～１７時 予選ラウンド 
                      （第 1試合〜第 3試合） 
            １７時３０分〜 ワークショップ 
 
・１１月１０日（日）  ９時～１６時  予選ラウンド 
                      （第 4試合〜第 6試合） 

 
・１１月１１日（月）  ９時３０分〜  準々決勝 

             １３時～      準決勝 
             １５時～      決勝（EFLカテゴリ） 
             １７時～      決勝（全体カテゴリ） 
             １９時～      閉会式 
             １９時〜     必由館高校和太鼓・和装文化着付け披露 

１９時３０分〜  くまモンステージ 
            ２０時〜     授賞式 
 
２ 会   場    熊本大学 黒髪北キャンパス 全学教育棟（１１月９日～１０日） 

熊本市民会館 大ホール・中小会議室 （１１月１１日） 
 
３ 大会運営   日本パーラメンタリーディベート連盟（JPDU） 
 
４ 大会について（詳細は別添資料をご参照） 
２００３年に韓国で開催されて以来、毎年秋に持ち回りで開催されており、オンラインで
開催された大会を含め、今年度で２２回目の開催を迎えます。北東アジア諸国から毎年 
２００名以上の大学生が参加しています。 

 
５ その他 
  ・撮影の際は試合進行の妨げにならないようご配慮をお願いします。 

 

 
【問い合わせ先】 

国際課 

０９６－３２８－２０７０ 

課長：松下 

Kumamoto City  

News Release 

北東アジアにおける英語ディベートの普及および北東アジア諸国の異文化理解を目

的として、北東アジアディベート選手権 熊本大会が開催されますので、下記のとおり

お知らせします。 

 



令和6（2024）年10月29日

第22回北東アジアディベート選手権熊本大会

概要文

＜大会概要＞

名　　称：第22回北東アジアディベート選手権　熊本大会

（英：Kumamoto North East Asia Debating Championship 2024; Kumamoto NEADC 2024）

主　　催：日本パーラメンタリーディベート連盟

協　　賛：株式会社東横イン・A.T. カーニー株式会社・株式会社DeFimans

後　　援：外務省・熊本県・熊本市・熊本日米協会

　　　　　一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会

日　　程：2024年11月8日(金)〜2024年11月12日(火)

（内、予選トーナメントは11月9日(土)〜11月10日(日)、決勝トーナメントは11月11日(月)）

会　　場：熊本大学・熊本市民会館

＜北東アジアディベート選手権について＞

北東アジアディベート選手権（North East Asian Debating Championships）は、北東アジア圏で最も格式高

い即興型英語ディベートの選手権であり、2003年から毎年開催されております。例年、北東アジア圏からの参

加者を中心に、200名程度が集まる大会となっております。今年度の第22回大会は、開催地選考を経て、日本

パーラメンタリーディベート連盟が主催し、熊本市において大会を実施する運びとなりました。

＜熊本大会の目的＞

熊本招致を決めた目的には、大会責任者である木村の強い想いにあります。

2024年3月、木村は熊本を訪問し、熊本の大学生と交流する機会がありました。そこで「県外の大学生と交流す

る機会がなく、とても新鮮だ」と話していたことが痛烈な印象として刺さりました。私たちはディベートコミュニティ

などを通して、普段から首都圏外を含む大学生と交流しています。いわば “日常” と感じていたことが “非日常”

だったことを知り「少しでも多くの学生と交流する機会を地方に与えられるきっかけとなれば」と思ったことが、今

回の開催地選定の発端となります。

さらに熊本は、経済や文化の面で多くの注目が集まっている地方都市です。台湾の半導体メーカーが工場を建

設したことをきっかけに、北東アジア地域において話題となっています。また行政をあげて、海外とのつながりを

強化していることから、本大会が多くの北東アジアの若者を集められる絶好の機会となると期待しています。
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＜熊本大会の目標＞

①グローバル社会で活躍するための必要な素養を養う機会を提供する。北東アジア（日本・韓国・中国・台湾・

香港・マカオ）の大学生が即興型英語ディベートの選手権を通じて、英語での論理的思考力、プレゼンテーショ

ン能力、クリティカルシンキング力などを高める機会とする。

②即興型英語ディベートの試合や参加者間の交流の場を通じて、北東アジアの若者が交流を行い、異文化理

解や国際親善を図る。

③主に海外参加者に向けて、熊本県・熊本市をはじめとする国内地方都市の魅力を発信し、日本の魅力を再認

識してもらう機会とする。

＜主催団体について＞

日本パーラメンタリーディベート連盟（Japan Parliamentary Debate Union）は、日本を代表する大学ディベー

トに特化した非営利の連盟として、1998年に設立されました。全国26大学から500名以上の大学生ディベー

ターが所属しており、全国大会や国際大会の開催・セミナーの実施などを通して、ディベートコミュニティの発展

とディベート活動の普及に務めております。

https://www.jpdu.org/

Instagram:@KumamotoNEADC24

X (旧Twitter):@KumamotoNEADC24

HP: https://sites.google.com/view/kumamotoneadc24/home

本件についてのお問い合わせ

第22回北東アジアディベート選手権　熊本大会

運営責任者　木村

kumamoto.neadc2024@gmail.com
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